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2 0 世紀初頭 の ドレ ス デ ン の 文化状況

松 尾 早 苗

要旨: 2 0 世紀初頭の ドイ ツ に おけ る都市の 文化状況を考察す る際､ ド レス デ ン はこ れまで 対 象に され

る こ とが多く はなか っ た
｡

そ れゆえ に
､ 本稿 で は

､
2 0 世紀 初頭の ド レス デ ン の 文化状況 を､ おもに当

地で 展 開された次 の よう な芸術 家たちの 活動を辿 る こ とによ っ て 明 らか に して い る : 1
. 歴史主義 の

伝統に 抗す る芸術家集 団 ｢ ブリ ユ ッ ケ｣ の 結成とその 活動､
2

.
の ちに ダダイズ ム の 旗手に な っ たゲ オ

ル ゲ ･ グロ ス とク ル ト ･ シ ュ ヴィ ク
ー

ス の ドレ ス デ ンで の 修業時代､
3

. 田 園都 市 へ レ ラウの 建設 とそ

の 先駆的な芸術 活動/ ド レス デ ン の 世界に 誇 るオペ ラ活動､
4

. 表現主 義の 画家 ル ー トヴィ ヒ ･
マ イ

トナ - と詩人 E ･ W ･
ロ ッ ツ の 創造的協同､

5
. 美術 品蒐集家イ

-

ダ ･ ピ ー

ネル トと詩 人テ - オ ドア ･

ドイプラ - の 協力関係/ ドイ プラ
ー

と出版人ヤ
ー

コ プ ･ ヘ
ー

グナ
ー

との 親交､
6

. 保養地 ヴ ァ イサ ー ヒ

ル シ ュ にお ける芸術家たちの 親 交/ ドレス デ ン におけ る- ー ゼ ンク レ
ー

ヴ ァ
-

､
コ コ シ ュ カ

､
リ ユ ッ ケ ン

の 活躍､
7

. ゲ
ー

リン グ作 『海戦』 の 上演 とゼ ー バ ッ
- による演劇界の 刷 新､

8 .
コ ン ラ

ー

ト ･ フ ェ
ー

リク ス ミ ュ ラ
ー

とベ ル リ ンの 表現主義の 芸術家 ( とくに 『ア ク ツ イ オ
ー

ン』 誌) との 協力関係､
9

. ド

レ ス デ ンの 表現 主義の 創作共 同体 ｢1 9 1 7 年 グル ー

プ｣ の 結成/ フ ェ
ー

リク ス ミ ュ ラ
ー

､ ヴア ル ク
-

･

ライ ナ
ー

､
フ ェ

ー

リク ス ･ シ ュ ティ
ー

マ
ー の 活躍

､
1 0 . ド レス デ ン で発行 され た後期 表現主義の 雑誌

『人間』 と 『芸術と文学の 新雑 誌』 の 文化的意義､
l l . フ リ

ー

ドリヒ ･ ヴォ ル フの 戯 曲の 上 演と ドレ

ス デ ン市 民の 革新的な文化意識｡
これ らの 考察に基づ い て

､
2 0 世紀初頭の ドレ ス デ ンの 文化活動の

特徴 と意義をお もに次 の 四 点の よう に捉えて い る : 1) ベ ル リ ン との 距離が約 2 0 0 k皿 とい う 地理 的条

件か ら
､

ドレ ス デ ンの 文化活動は種 々 の 面 で ベ ル リ ンと協力 あるい は対抗 関係にあ っ た
｡

2) ド レス デ

ンの 芸術家た ちは各 々 の 発 展と活動の 場 を求めて
､ 当時､ ドレス デ ンより多くの 発表 の 場を有 したベ

ル リ ン へ 転 出す る傾向にあ っ た
｡

3) しか し
､ ドレス デ ン に はベ ル リ ン に 追従す る姿勢は 見られず ､

た と

えば ヘ レラウの 田 園都市建設 と芸術家コ ロ ニ
ー の 形成に 認め られるよう に､

ベ ル リ ン とは異なる文化生

活を確立 す る意欲 が見られた
｡

4) ドレス デ ン生 まれの 作家 エ
ー

リヒ ･ ケス トナ
ー の 言葉が示す よう に ､

バ ロ ッ ク様式 の 美と伝統 をもつ ドレ ス デ ン は ､ 狂騒 的な拡張 と新興的要素を 見せ るベ ル リ ンに対 して

文化的な自負を 表してい た｡ そ して
､

以上 の 考察の 過程で
､ 本稿で 取 り上 げた ドレス デ ン の 芸術家

の 多くが 日本の み ならず ドイ ツ でも 一 般 にあまり知 られて い ない こ とが 明らかにな っ た｡ それゆえ に
､

そ

れ らの 芸術家の 活動 と評価につ い て もいくらか詳細に 紹介 してい る｡

2 0 世紀初頭の ドイ ツ に お ける 都市の 文化状況 に つ い て ､ ツ ヴ ァ イ ク (S t e f a n Z w eig) は 『昨

日 の 世界』 で ｢ ベ ル リ ン は ひ どく殺風景 で ､ 全然豊 か で は なく､ プ ロ イ セ ン王 国の 小さ な 首都

に す ぎな か っ た｡ し か し､ ドイ ツ 皇帝 の 居城 に な っ た 18 7 0 年以来 ､ そ の 見栄 え の せ ぬ シ ュ プ

レ
ー

河畔の 都市も勢 い の 良 い 飛躍 を遂げて い た
｡ だが ､

ベ ル リ ン はま だ 芸術や 文化の 面 で 指導

権を握 っ て い な か っ た｡ ミ ュ ン ヘ ン は そ こ で 活躍す る画家や 詩人 に よ っ て 芸術の 真の 中心 地と

さ れ､ ド レ ス デ ン の オ ペ ラ は音楽界を支配 して い た｡ こ の よう に ､ そ れ ぞれ の 首都 は自 らの 価

値 あ る要素 を活か し て い た｣
1)

と述 べ て い た ｡

ツ ヴ ァ イ ク が 語 っ た そ の 三 つ の 都市 は､ 18 8 4 年か ら ドイ ツ に 留学 し て い た 森鴎外 が､ そ の

約 四年間 に やや 長く滞在 し た都市 で もあ っ た ｡ ち なみ に
､ 鴎外 は 『文 づ か ひ』 を 収め た 『改訂

水沫集』 の 序 で ｢文 づ か ひ ｡ 索遜圃機動演習の 記念な り｡ う た か た の 記 は ミ ュ ン ヘ ン ､ 舞姫は

- 1 2 7 -



人文論叢 ( 三 重大学) 第2 4号 2 0 0 7

ベ ル リ ン ､ こ れ は ド レ ス デ ン を説話 の 地盤 とす ｡ わ が留学間､
や や 長く掩留せ し は此の 三 都合

な り き｣
2)

と記 して い た が､ ド レ ス デ ン に は 18 8 5 年 10 月 か ら 18 8 6 年 3 月 ま で の 約五 ヶ 月間

滞在 して い た｡

実際､
上記 の 三 都市 は

､ 以下 に 見 る よ う に 1 9 世紀末か ら 20 世紀初頭 に か けて 多くの 人 口 を

有す る ドイ ツ の 代表的な都市 で あ っ た
3)

｡

1 8 9 0 年

ベ ル リ ン 1 58 7
,
7 9 4 人

ドル トム ン ト 89
,
6 6 3 人

ド レ ス デ ン 276
,
5 5 2 人

ミ ュ ン ヘ ン 3 4 9
,
0 2 4 人

1 9 1 0 年

20 7 1
,
5 5 7 人

24 1
,
2 2 6 人

5 8 4
,
3 0 1 人

5 9 6
,
4 6 7 人

2 0 世紀初頭 の ドイ ツ の 都市文化 の 考察に つ い て は､ 従来か らお もに ベ ル リ ンと ミ ュ ン ヘ ンを対

象 に 行わ れ る こ とが 多か っ た｡ 実際､ そ の 二 つ の 都市 に 関 して は プ ロ イ セ ン と バ イ エ ル ン と い う

ドイ ツ の 文化的お よび地政的な 二 元論 と も関連 して
4)

非常に 多くの 研究がさ れて き た｡ しか し
､

ドレ ス デ ン に 関して は､ こ の 都市 が第 二 次大戦後､ ソ 連占領地区に 在 っ た ため に
､ 東 ドイ ツ の 都

市 に な っ た経緯か らか
､ 筆者の 知る 限り､

こ れ ま で 考察さ れ る こ と が多くは なか っ た｡ ドレ ス デ

ンで 活躍 した芸術家､ 展開され た文化活動 に つ い て は
､ 日本の み ならず ドイ ツ で も関係文献や事

典類 に そ れ ほ ど詳 しい 記載が され て い な い ｡ こ う した事情か ら､ 本稿で は､ 世紀転換期か ら第
一

次大戦終結ま で の
､

い わ ゆ る ヴ ィ ル ヘ ル ム Ⅱ 世治下三 十年 の 後半期に お ける ド レ ス デ ン の 文化

状況を ､ 同地 で 学 び､ 活躍 した 芸術家た ちの 足跡を辿りな が ら紹介 して み たい ｡

1

エ ル ベ 川沿い の 平地 に 開 けた 都市 ド レ ス デ ン は
､

バ ロ ッ ク様式 の 壮麗 な建築物 が並ぶ ザ ク セ

ン王 国 の 首都 と し て
､

ゲ ス ナ
ー (S al o m o n G e L3 n e r) の 『牧歌』 (1 75 6 年) に 詠わ れ た よう な

静穏 に つ つ ま れ
､ 知識階級の 市民に は 国民的伝統 を育 む芸術 の 揺藍 の 地 と し て 愛 され て い た｡

人間 と自然が 調和す る平穏 な風景 を好 ん で 措い た ド レ ス デ ン の 画家 リ ヒ ク ー

( A d ri a n L u d w ig

R i c h t e r
･ 1 8 0 3- 1 8 8 4) は

､ 依然 と して 市民 に 敬愛 さ れ る 画家で あ っ た ｡ 実際､
こ の ザ ク セ ン王

国の 首都 に は ビ
- ダ ー

マ イ ア
-

的な雰囲気が
､

ま る で 時の 移 ろ い な ど存在 しな い か の よう に 漂 っ

て い た ｡ こ う した状況 に あ っ て
､ 市民 は ド レ ス デ ン が工 業都市 へ と徐 々 に 変化す る実態 に それ

ほ ど注意を 払 っ て い な か っ た よ う で あ る｡ 1 9 0 8 年 の ドレ ス デ ン で は､ 市会議員 8 5 名の う ち社

会民主党議員 はわ ず か に 1 4 名 で あ っ た｡ そ して ､ 同市 の 美術大学の 巨匠の ア トリ エ で は ､ 相

変 わ ら ず 印象主義 の 柔 ら かく繊細 な色調 の 絵画が 主流 を な して い た ｡

しか し
､ 早くも歴史主 義 の 硬直 し た殻 を突き破る よう な変化が 現れ

､
生の 冷徹な 表現形式が

追求さ れ る よう に な っ たo 1 9 0 5 年 ､
シ ュ ミ ッ ト エ ロ ッ トル フ (K a rl S c h m i d t - R o ttl u ff ･ 1 8 8 4 1

1 9 3 0) ､ キ ル ヒ ナ
-

( E r n s t L u d w ig K i r c h n e r
･ 1 8 8 0- 1 9 3 8) ､

ヘ ッ ケ ル ( E ri c h H e c k el ･ 1 8 8 3-

1 9 7 0) ､ プラ イ ル (F rit z B l e ァ1
･ 1 8 8 0 - 1 9 6 6) の ドレ ス デ ン 工 科大学の 学生 が芸術家集団 ｢ ブリ ユ ッ

ケ｣ ( D i e B r ti c k e) を結成 した の で あ る ｡ ｢ ブ リ ユ ッ ケ｣ と い う集団名 が ( シ ュ ミ ッ ト エ ロ ッ ト

ル フ の 発案 に 拠 っ て) 旧 来の 伝統の 支配 す る ｢ こ ちら 岸｣ か ら
､ 未知 な る ｢ 向 こ う岸｣ へ 導く
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と い う 意味を 含ん で い た よう に ､ 彼ら は中産階級の 出身だ っ た が､ 反 ブル ジ ョ ア ､ 反 ア カデ ミ ッ

ク を標模 して い た ｡ そ れ ゆ え に ､ 彼 らの ア トリ エ はお もに 中産階級 の 住 む街区で は なく､
プ ロ

レ タ リ ア
-

トの 住 む ド レ ス デ ン郊外 の フ リ ー ドリ ヒ シ ュ ク ッ ト の 寂 れ た 店内 に 設 け ら れ､ ｢ 店

内ア ト リ エ｣ ( L a d e n - A t eli e r s) と呼 ばれ た｡ そ して
､

彼 らの 最初 の 展覧会 はザ イ フ ェ ル ト ･

ラ ン プ 工 場 の シ ョ
ー ル ー ム を会場 に し て 開催 さ れ た｡

1 9 0 6 年 に キ ル ヒ ナ
- は ｢ プ リ ユ ッ ケ｣

の 基本姿勢を ｢ 安閑 と した 古 い 力を 揺さ ぶ っ て
､ 自由な 能力の 開発 と生 の 自由を獲得 し よ う と

欲す る｡ 自ら創造 に 駆り立 て る もの を純粋 に 直接的に 表現 し得 る者 は
､

す べ て 我 々 の 同士 で あ

る｣ と表明 した が
､

そ の 主張 に は都市の 工 業化 に 抗 して 自然の 生 活様式を希求す る彼 らの 生 の

理 想が 反映 さ れ て い た ｡ そ れ ゆえ に ､ 彼 ら は 1 90 9 年 か ら 1 91 1 年の 間､ 夏 に は ド レ ス デ ン近郊

の モ
ー リ ッ ツ ブ ル ク 湖畔で 裸体の 共同生 活 を営ん だ ｡ そ う した 生活様式 に よ っ て 当時 の 風俗や

社会規範 に 疑問を投 げ か け､ 芸術と生 に 蔓延す る因襲的な 伝統崇拝 と決別 し
､ 創造 と生の 自由

を獲得 し よ う と 努め た｡ しか し､ 彼ら は次第 に 芸術家と して の 発展を ベ ル リ ン に 求 め る よ う に

なり､
1 9 1 1 年 に は 四 人全員 が ベ ル リ ン ヘ 移り

､
1 9 1 2 年 に は ベ ル リ ン の フ リ ッ ツ ･ グ ル リ ッ ト

画廊 で ｢ ブ リ ユ ッ ケ 展｣ が盛大 に 開催 され た｡
ブル ジ ョ ア 的伝統の 保持 に 終始 し て い た ド レ ス

デ ンの 市民 は､ 新 し い 意識状況を反映し た芸術の 出現 を真剣に 受 け止め よう と し なか っ た ｡ そ

の 上 ､ 当時 の ド レ ス デ ン に は そ う し た精神的変化を 全体的に 理 解 し
､ 伝達 し得 る よ うな 総合大

学 ( u n i v e r si t a t) は な く､ 工 科
､ 音楽､ 美術 の 各単科大学 が 存在す る の み だ っ た｡

2

線描画家 で 未来派 の 作家で あ っ た グ ロ ス ( G e o r g e G r o s z
･ 1 8 9 3 - 1 9 5 9)

ら)

は ベ ル リ ン に 生 ま れ

た が､ 当時､
過密都市 だ っ た ベ ル リ ンを逃げ 出し

､
1 9 0 9 年か ら 19 1 1 年 ま で ドレ ス デ ンの 美術学

校で 学ん だ ｡ 彼 は ド レ ス デ ン の 実直な 労働者の 家庭に 間借りを した が
､ 当時の 生 活 に つ い て は

｢ 当初 ､ 物淋 しく孤独 で ､ 絵 を描 い たり本 を読ん で 日 々 を 過 ご して い た｡ や がて 1 91 0 年 2 月 に

『ベ ル リ ン 日報』 の 風刺付録誌 ( 冗 談) に
一

枚の 線描画が 掲載 され る こ と に な っ た｣
6)

と回顧す

る に留 ま っ て い た｡

そ の ド レ ス デ ンの 三 年間 に は
､

グ ロ ス は政治に 関心 を抱 く こ と もな か っ た ｡ 騒然と した 労働

者の デ モ を 見て も 一

般の 共感以上 の もの を 覚え る こ と は な か っ た｡ しか し､ そ の 時期 ベ ル リ ン

で は
､

文学 カ フ ェ の 活発 な議論の な か で 前衛芸術が育 ち始 め て い た｡ グ ロ ス は ｢ ブリ ユ ッ ケ｣

の 活動を よ そ に 旧 態依然 と し た教育を行 っ て い た美術学校 で 学 ん で い た が
､

そ れ に つ い て は

｢ ド レ ス デ ン で の 経験 を批判的 に 総括 して み る と
､

た い して 多くを 学 ば な か っ た よ う だ｣ と述

べ て い た
｡

1 9 1 2 年 ､ 彼 は ド レ ス デ ン で の 修業 を終 え
､

ベ ル リ ン へ 戻 っ て 行 っ た ｡ 当時 の ベ ル

リ ン の 状況 は
､

ベ ン の 詩集 『死体公示所』 の 成立 的背景 を説明し た次 の 文章 に よく表さ れ て い

る｡ ｢ ヨ ー ロ ッ
パ の 都市 で こ ん な に 雑多 な代物 が あふ れ ､ あ らゆ る類 の 異質 な要素 に 満 ち て い

る場所 は ほ か に な か っ た｡

- ベ ル リ ンは す で に ドイ ツ最大 の 工 業都市 に な っ て い た｡
- 浮浪者､

犯罪､
売春 - そ ん な の は あ た りま え だ っ た｣

7'

と ｡ ベ ル リ ン郊外 の ズ ユ

ー

ト エ ン デ に 間借 り

を した グ ロ ス は
､ 浮浪者､

売春婦､
あ ら ゆ る種類 の ア ウ ト サイ ダ ー を目に して ､ ド レス デ ンの

環境 との 相違 に 非常 に 驚い た ｡ しか し
､ 彼 は や が て カ フ ェ

･ ヨ - ス テ イ ､
ロ マ -

ニ シ ェ ス ･ カ

フ ェ
､ 西区 カ フ ェ に 出入り し

､ 芸術家た ち の 議論 の 渦の な か で 前衛芸術家 と して の 道を歩み 始

め た｡
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シ ュ ヴ ィ ク ー ス ( K u r t S c h w i tt e r s
･ 1 8 8 7 1 1 9 4 8) は ｢ ブ リ ユ ッ ケ｣ の 画家た ち が ド レ ス デ ン

を去 る
一

年前 に ､ ド レ ス デ ン の 美術大学 へ 入 学 し
､ ( グ ロ ス の 場合 と は異 な っ て) 伝統 を重 ん

じた 美術大学の 教授た ちか ら影響を 受 けた｡ 彼 は従順か つ 勤勉 に 学 び､ 突然､ 同地 に 現 れ た前

衛画家た ち に も ほ とん ど興味を抱か な か っ た｡ 皮肉屋 だ っ たが 内向的で も あ っ た シ ュ ヴ ィ ク
ー

ス は ドレ ス デ ン で の 勉強中に 同地の 革新的な芸術家集団 に 近 づ く こ と もな か っ た｡ しか しそ の

後､ 彼も1 9 1 8 年 に べ ル リ ン で 突如､ 前衛集団に 参加 し た｡ す な わ ち彼 は､ 言語 コ ミ ュ
ニ ケ

ー

シ ョ ンの 新 た な可能性 を告知 した シ ュ ト ラ ム ( A u g u s t S t r a m m ) の 極度 に 簡素 な 詩形式を自分

の 拝情詩 に 採り入 れ､
ヴ ァ ル デ ン ( H e r w a r th W al d e n ) が 主 宰す る 『シ ュ ト ゥ ル ム』 誌 と創造

的な 交流 を もつ よ う に な っ た｡

ド レ ス デ ン で 伝統 に 則 っ た 美術教育を受 けた グ ロ ス と シ ュ ヴ ィ ク ー

ス が ､ そ の 後ダダイ ズ ム

の 主 要 な実践者 に な っ た の は興味深 い こ とで あ る｡

3

ドイ ツ の 各都市で 急速に 人 口増加が進 み､ 住宅環境 の 改善が 強く求め られ る よ う に な っ た 頃､

1 8 9 8 年 に イ ギ リ ス の ニ ュ
ー タ ウ ン提唱者 - ワ

ー ド ( E b e n e z e r H o w a r d ) の 『明 日 の 田 園都市』

が発行 さ れ た｡ こ の 著書の 影響 もあ っ て ､ ドイ ツ で も田 園都市建設 へ の 関心 が急速 に 高 まり､

1 9 0 2 年 に は ｢ ドイ ツ 田 園都市協会｣ ( D e u t s c h e G a r t e n s t a d t G e s ell s c h a 氏) が 設立 さ れ た｡ ド レ

ス デ ン で も周辺地域 か ら の 労働者の 流入 が次第 に 激 し さ を増 し､
18 9 0 年 に 約 29 万 だ っ た人 口

は､
1 9 0 5 年 に 約 5 2 万 に 増加 して い た｡ こ う した 状況か ら

､ ( ド レ ス デ ン か ら 6
､

7 k m 離 れ た

市域 の) ヘ レ ラ ウ に 19 0 8 年､ ドイ ツ で 最初の 田園都市が 建設 さ れ た ｡ そ の 建設 は ドイ ツ 工 作

連盟の 主 唱者 だ っ た 家具製造者 シ ュ ミ ッ ト ( K a rl C a m ill o S c h m i d t ･ 1 8 7 3 - 1 9 4 8) に よ っ て 進

め ら れ た｡ 田 園都市 ヘ レ ラ ウ は､ 当初､ ドイ ツ 工 房 の 住宅団地 と し て 開発 さ れ た が
､

間もな く

数多くの 芸術家の 転入 に よ っ て 新 しい 文化の 拠点 に 発展 し た｡ た と え ば
､ 建設者の 一 人だ っ た

ド ー ル ン ( W o lf D o h r n
･ 1 8 7 8 - 1 9 1 4) は ､ そ の 当時 ジ ュ ネ

ー ヴ の 舞踏教育家ダ ル ク ロ ー ズ

( E m il e J a q u e
- D al c r o z e

･ 1 8 6 5 - 1 9 5 0) が 開設 し た リ ズ ム 体操 の 学校 を ヘ レ ラ ウ に 誘致 し た｡ さ

ら に
､

ド ー

ル ン は 優れ た 建築家テ ッ セ ノ ウ ( H ei n ri c h T e s s e n o w
･ 1 8 7 6 -1 9 5 0) に 住民用住宅 と

､

芸術活動の 発表の 場 の 祝祭劇場 を建て さ せ た｡

1 9 1 2 年 に は
､

ヘ レ ラ ウ に 出版人 ヘ - グ ナ
- U a c o b H e g n e r

･ 1 8 8 2 - 1 9 6 2) が 転居 し､ 小規模

な が ら印刷所 と出版社を開設 した｡
ヘ - グナ - はそ れ以前 に ゼ - マ ン 出版社 の ベ ル リ ン支店 で

シ ッ ケ レ ( R e n 6 S c h i c k el e) と共 に 週刊誌 『新雑誌』 を発行 し､ ｢ マ ガ ツ イ
- ン出版社 ( ベ ル

リ ン & ラ イ ブ ツ イ ヒ)｣ を設立 して い た が
､

1 9 0 4 年に 事業を 中止 し て い た ｡
ヘ ー グ ナ

- の 新設

した ヘ レ ラ ウ 出版社は 出版文化の 結晶とも言え る高度な 印刷 - 製本技術を 有 して い たの で
､

フ ィ ッ

シ ャ
ー ( S a m u el Fi s c h e r) も しば しば そ の 出版社 に 印刷 を 依頼 して い た｡

ヘ - グ ナ
ー は彼 の 出

版社か ら自 ら翻訳 した ク ロ ー デ ル ( P a u l C l a u d el ･ 1 8 6 8 - 1 9 5 5) や ジ ャ ム ( F r a n ci s J a m m e s) の

作品の ほか ､ シ ュ ナ ッ ク (F ri e d ri c h S c h n a c k ･ 1 8 8 8 -1 9 7 7) の 詩集 も数冊発行 した｡

同 じく 1 91 2 年に は､
ヘ レ ラ ウ を象徴す る擬古典様式の 祝祭劇場で グ ル ッ ク の オ ペ ラ 『オ ル フ ェ

ウ ス と エ ウ リ デ ィ ケ』 が ダ ル ク ロ ー ズ学校 の 生 徒 た ち の 合唱と共 に 上演 さ れ た｡ そ し て
､

1 9 1 3

年 に は ク ロ ー デ ル の 『マ リ ア へ の お告げ』 が ベ ル リ ンの ラ イ ン - ル ト劇団の マ - リ ー ･ デ ィ
-

ト リ ヒ の 出演 と､ ス イ ス の 舞台美術家 ア ッ ピ ア ( A d ol p h e A p p i a ) の 斬新 な舞台装置で 上 演 さ
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れ た｡ こ の 特別記念公演 に は各国か ら多くの 観客 が訪れ たが ､ とくに 著名な 来訪者 は ブ - バ ー

( M a r ti n B u b e r) ､
- ウ プ ト マ ン ( G e r h a r t H a u p t m a n n ) ､ ラ イ ン - ル ト ( M a x R e i n h a r d t) ､

コ

コ シ ュ カ ( O s k a r K o k o s c h k a) ､ ヴ ァ ン ･ ド ゥ
･ ヴ ェ ル ド ( H e n r y v a n d e V el d e) ､ キ ッ ペ ン ベ

ル ク 出版社 の 人 々 ､ プ ラ イ ( F r a n z Bl ei) ､ ア ン ドレ ア ス - ザ ロ メ ( L o u A n d r e a s
- S al o m e) な ど

で あ っ た｡ そ して ､ リ ル ケ と ヴ エ ル フ ェ ル は こ の 祝祭劇場 で 初め て 出会 っ た と い う こ とだ っ た｡

そ の 後 ヘ レ ラ ウ に は ､ ア
- ド ラ

ー

( P a u l A d l e r) ､

パ ケ (A l fo n s P a q u e t) ､ 『マ リ ア へ の お告

げ』 を演出 し た シ ュ ト ラ ウ ス ( E m il S t r a u β) ､ ホ フ マ ン ( C a m ill H o 圧 m a n n) と い っ た 作家 た

ち も住む よう に な り､ そ こ は ユ ー ゲ ン ト シ ュ テ ィ
ー

ル 時代の 芸術家 の 巡礼地 に な っ た｡
つ ま り､

ヘ レ ラ ウ は ド レ ス デ ン の た ん に 自然豊 か な郊外団地 で は なく､
オ ル タ ナ テ ィ ブ な ( ア ス コ ー

ナ

や ヴ ォ ル フ ス ヴ ュ
ー デ に も匹敵す る) 芸術家 コ ロ ニ

ー

に な っ た の で あ る｡ そ れ ゆ え に ､
ヘ レ ラ

ウ は し ば し ば ｢ ド レ ス デ ン の バ イ ロ イ ト｣ ､
｢ リ ト ミ ッ ク の バ イ ロ イ ト｣ と も称 され た｡

こ う し た 背景か ら､
ヘ レ ラ ウ は 20 世紀 に 書 か れ た多く の 回想録 や文芸批評 に しば しば 登場

した ｡ た と え ば ､
ハ ー ス ( W illァ H a a s) の 『文学的世界』 に は次 の よ う に 記 さ れ て い る ｡ ｢ 私

は ヘ レ ラ ウ に い る友人 ヤ ー コ プ ･ ヘ - グ ナ
-

の お か げで ク ロ
ー デ ル の 作品を何作か 読ま せ て も

ら っ た｡ そ れ ら は彼 の 青年期 の 作品『真昼 に分 か つ』､ 新作 『マ リ ア へ の お告 げ』､ そ れ 以前 に
か し ら

書か れ た 『黄金 の 頑』 と 『七 日 目の 休日』 な どで あ っ た ｡ そ れ ら を私 は息も つ か ず に 読ん だ ｡

そ の 大部分 は へ - グ ナ
-

自身 が優れ た翻訳を して い た ｡

･ ･ ･ そ の 田園都市 に は ダ ル ク ロ
ー ズ派の

集団が住 ん で い た ｡ そ の 集団の た め に 建築家テ ッ セ ノ ウ は素晴 ら し い 擬古典様式の 祝祭劇場を

建 て た の で あ っ た｡ そ の 田 園都市を管理 して い た の は - ラ ル ト と ヴ ォ ル フ の ド
ー

ル ン兄弟 で あ っ

た｡
- と こ ろ で

､
そ の ヘ レ ラ ウ に は ヘ - グナ

-

も住ん で い た の で
､

そ こ は ヨ
ー

ロ ッ
パ に お ける

ク ロ ー デ ル 崇拝の 中心 地 に な っ て い た｡ 翌年 に は そ の 祝祭劇場 で ク ロ
ー デ ル の 『マ リ ア へ の お

告げ』 が初演 が さ れ る こ と に な っ た｡ そ れ ゆ え に
､

ク ロ
ー デ ル もそ の 素晴ら しい 年 に は ドレ ス

デ ン近郊 の ヘ レ ラ ウ に い た｡ さ ら に もう
一

人､
の ち に 世界的 に 有名 に な っ た 人物 が い た｡ G ･

バ ー ナ ー ド ･

シ ョ ウ で あ る ｡

-

そ の 祝祭 の 宴会 に は
､

ク ロ
ー デ ル と バ ー

ナ
ー

ド ･ シ ョ ウ ､ ド ー

ル ン兄弟 の ほ か ､
ヘ レ ラ ウ の 名誉会長 で あ る ロ シ ア 大公 を初 め と し て

､
1 9 1 0 年代の ヨ ー ロ ッ

パ の カ ト リ ッ ク､ ギ リ シ ャ 正 教､ 共産主 義各界 の 上 層中の 上 層の 人 々 が 集 ま っ て い た｣ と｡

そ し て ま た､
マ ン ( T h o m a s M a n n ) や フ ィ ッ シ ャ

ー

( S a m u el F i s c h e r) の 優 れ た 伝記を著

し､
ベ ル リ ン の 出版界を 代表す る編集者 に な っ たメ ン デ ル ス ゾ ー

ン ( P e t e r d e M e n d el s s o h n
･

1 9 0 8 -1 9 8 2) は ､ 『ベ ル リ ン 日報』 の 文芸欄編集者 に な る前 の ､ 1 9 2 6 年 ま で を ヘ レ ラ ウ で 暮 ら

して い た ｡ す な わ ち､ 第
一

級 の 工 芸家 だ っ た彼の 父親 が ヘ レ ラ ウ ヘ 招聴 さ れ た た め に ､ 家族 は

彼が 二 歳 の とき に前衛芸術の 中心地 だ っ た ミ ュ ン ヘ ンか ら､ ま だ住宅もま ば らな ヘ レ ラ ウ へ 引 っ

越 した の だ っ た ｡ 彼 の 父親 は そ れ以来､
ヨ

ー

ロ ッ パ 的な 規模 で 開花 して い た ヘ レ ラ ウ の 文化生

活に 大 きく貢献 した｡ リ ー

マ
ー

シ ュ ミ ッ ト ( R i e m e r s c h m i d) が設計 した 彼の 家 に は､
バ ー ナ ー

ド ･ シ ョ ウ､ リ ル ケ､ ヴ エ ル フ ェ ル ､ カ フ カ､ フ ェ
-

リク ス ミ ュ ラ
ー ( F eli x m l i

･

11 e r) ､ コ コ シ ュ

カ､
ハ - ゼ ン ク レ

ー ヴ ァ
- な ど､ 当時の 著名な作家や画家が 次 々 と訪 れ て い た｡ メ ン デ ル ス ゾ ー

ン は 1 9 3 0 年以降､ プ ロ ヴ ァ ン ス ､
パ リ､ ウ ィ

ー

ン
､

ロ ン ド ン と活動 の 場所を変 え､
19 7 9 年 に

ほ ぼ 半世紀 ぶ り に ヘ レ ラ ウ を訪 れ た｡ その とき彼は､ 青年期 ま で 過 ご し た ヘ レ ラ ウ を目の 前 に

して ｢ 今 日､ も はや 誰も覚 え て い な い だ ろう が ､ 私は は っ き りと 覚え て い る｡
ヘ レ ラ ウ は私自

身 の ､ ま さ に 私自身の 失 われ る こ との な い ヨ - ロ ッ
パ だ っ た｣

8'
と 叫ん だ ｡

しか し
､

ヘ レ ラ ウで そ う し た先進的な 文化 - 生活実験 が行 わ れ て い た の と 同時 に ､ 本稿 の 冒
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頑で 紹介 した ツ ヴ ァ イ ク の 回想 に も記さ れ て い た よう に
､

ド レ ス デ ン で は世界 に 誇 る オ ペ ラ の

伝統 が 固有 の 魅力 を 発揮 し つ つ 息 づ い て い た ｡ 宮廷劇場 で は 総監督 シ ェ

ー

プ ( E r n s t Y o n

s ｡ h u ｡ h ) の 指揮 で シ ュ ト ラ ウ ス ( R i c h a r d S t r a u s s) の 『サ ロ メ』､ 『エ レ ク ト ラ』 な どが 初演

さ れ て い た｡ そ して ､
1 9 1 1 年 1 月 2 6 日 に は

､ 世界 の 音楽界 が
一

斉 に ド レ ス デ ン に 注目す る 出

来事が あ っ た｡
つ まり､

シ ュ ト ラ ウ ス の 『蓄蔵 の 騎士』 の 世界初 の 公演 が ラ イ ン - ル トの 演出

で 行わ れ た の で あ る｡
ベ ル リ ンの オ ペ ラ愛好家 た ち - そ の な か に は 出版人 フ ィ ッ シ ャ

ー の 家

族 も い た - が そ の 公演用 に 仕立 て ら れ た特別列車で ド レ ス デ ン へ や っ て 釆 た ｡ そ して ､ そ の

初演の 一 週間後 に フ ィ ッ シ ャ
ー の ベ ル リ ン の 邸宅 で 開か れ た 舞踏会に は

､
ホ ー

プ マ ン ス ク ー ル
､

シ ュ トラ ウ ス
､

ド レ ス デ ン の オ ペ ラ 劇団が揃 っ て 訪れ た｡

4

表現 主 義の 画家 で 作家で もあ っ た マ イ トナ
- (L u d w i g M ei d n e r

･ 1 8 8 4 - 1 9 6 6) は ｢ ブ リ ユ ッ

ケ｣ の 画家 た ち と出会 い
､ 彼 ら に ラ イ バ ル 意識 を 燃や した ｡ そ れ ゆ え に

､ 彼 は 19 1 2 年初 め に

｢ 情熱 の 人 々｣ ( D i e P a t h e tik e r) と称す る文学集団を結成 し､
ベ ル リ ン エ フ リ ー デ ナ ウ の ア ト

リ エ で 定期的に ｢水曜日の 夕べ｣ を 開い た｡ そ の 会合 に は - イ ム
､

ベ ッ ヒ ャ
-

､
ラ ス カ ー

- シ ュ
ー

ラ
-

､
エ ー

レ ン シ ュ タイ ン
､

ドイ プ ラ
ー

､

- - ゼ ンク レ ー ヴ ァ
ー

､
ヘ ル マ ン - ナ イ セ

､
ロ ッ ツ

な ど表現主義の 詩人 た ち が集 まり､ 自作朗読や作品批評 に 創造的な 時間を 過 ご した ｡

ロ ッ ツ ( E r n s t W il h el m L o t z
･ 1 8 9 0 - 1 9 1 4) は や が て マ イ トナ

- の 親 し い 友人 に な っ た｡ 十

六歳 で 将校養成学校 に 入 っ た ロ ッ ツ は､ 多くの 規則 に 縛 ら れ た生活の な か で 次第 に 旧 世代を超

克す る 青年の 行動主義 の 急進的な幻想 に 胸を 膨ら ま せ て い た｡ 彼の 有名な 詩 ｢青年の 出発｣ で

は
､
｢ ぼ く た ち は 権力 を 吹き飛 ば し､ 老人た ち の 居座る 王 座 を引 き倒 す

､ / 微 び た 王 冠を笑 い

と 共 に 売り払 う｣
9)

と詠 わ れ て い た｡ 1 9 1 3 年 6 月 に べ ル リ ン へ 出た ロ ッ ツ は た だ ち に 同地の 文

学界 に 迎 え入 れ られ ､ ヴ ィ ル マ ー ス ドル フ の 出版人 マ イ ヤ ー

( A lf r e d R i c h a r d M e y e r) は ｢ 拝

情詩の ビラ｣ 叢書 で ロ ッ ツ の 詩集 『そ して ､ 椅麗な 猛獣の 斑点が -

』 を発行 した｡ そ して
､ 表

現主義の 理 論的指導者 ヒ ラ
ー

(K u rt H ill e r) は彼 を マ イ ト ナ
ー な ど若 い 芸術家 と共 に 文学 キ ャ

バ レ
ー

｢ ヌ
ー

｣ に 登場さ せ た ｡

ロ ッ ツ と マ イ トナ
- は 19 1 4 年 4 月 に 新たな活動 の 場を求 めて ド レス デ ン へ 行 き､

7 月 1 5 日 ま で

の 三 ヶ 月半 を同地で 共 に過 ご した｡ 二 人は ドレス デ ンで 雑誌 『ド レス デ ン新芸術草紙』 ( D r e s d e n e r

Bl a tt e r fti r n e u e K u n st) を発行 する計画を立 て
､

そ の 支援者も見出 して い た｡ マ イ トナ
-

の 回想

録 に は ロ ッ ツ と暮 ら した 当時の 生活が次の よう に 記されて い る｡ ｢ ぽ くたち はバ ウ ツ ァ
ー 通りの 入 口

の 粗末 な､ 箱 の よう な家に 住ん だ｡
- さま ざまな音声が轟く狂乱 の ベ ル リ ンを逃げ出し､

この 花開

き
､

心 満たす野原の 町 へ や っ て 来た｡ なぜな ら､ ぽくたちは自分 の 精神の 内奥に 分 け入り
､

心 の 歌

声 に耳を傾け
､

その 豊か な竪 坑から宝を掘り出したか っ たか ら｡

-

画家 と詩人 が心 安 らか に
一

緒に

仕事 に 励む こ とが で きた｡ 昼間､
ロ ッ ツ が表の 部屋で 眠 っ て い る間､

ぽ くは奥の 部屋で カ ン バ ス に

向か っ て い た｡ ぽ くの 絵筆 の 躍動 には ドレ スデ ンの 妙なるバ イオ リ ンの 音色が 反響 して い た ｡ ぽくは

ベ ル リ ンで 知 る こ との なか っ た感動を覚え た｡ ドレス デ ン ! ･ - ドレス デ ン! ロ ッ ツ は今や最高に 優れ

た詩 を書い て いた ｡ 毎日 が美 しく流れ過ぎて い た｣
10)

と ｡

ロ ッ ツ は 毎 日の よ う に ド レ ス デ ンの 知識人た ちが 集ま る カ フ ェ に 出か け て い た が
､ 或 る 日

､

マ イ トナ
- と共同発行す る雑誌 の 寄稿者を 得る た め に 単独で ベ ル リ ン へ 戻 っ て 行 っ た｡ そ して
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第
一

次大戦 の 勃発 と 同時 に ､ か つ て 強い 反感 を抱 い た 軍服を ふ た た び着 る決心 を し
､

そ の 後 ニ

ケ 月もし な い う ちに 銃弾を 浴 びて 塑壕 の な か で 簸れ た｡

5

破壊的 と ま で 酷評 さ れ た 表現主義 の 絵画が ド レ ス デ ン の 美術愛好家た ち に 次第 に 受 け入 れ ら

れ る よ う に な っ た ｡ こ の 大 きな 変化 に は
､

ドレ ス デ ン の 美術品蒐集家 ビ
-

ネ ル ト (Id a lii e n e r t ･

1 8 7 0 - 1 9 6 6) の 活動が 少 な か ら ぬ 影響 を及 ぼ して い た｡ 社会主義を 信奉 す る 製粉所経営者 の 夫

人で あ っ た彼女 は
､

造形芸術 に造詣 が深く､ 自宅に 現代美術 の 大規模な 所蔵館を 設立 した ｡ そ

の 際､ 彼女の 美術品蒐集 に は
､
彼女 と親交の あ っ た作家 ドイ プ ラ

-

の 助言 と指導が 効果的 に 作

用 して い た ｡

詩的神話の 創作者 で もあ っ た ドイ プ ラ
-

( T h e o d o r D 豆u b l e r
･ 1 8 7 6 1 1 9 3 4) は

､ 新 しい 芸術運

動の 良き 理 解者 で あり､ と り わ け表現主義の 美術を高く評価 して い た｡ 彼は 数多くの 論文を 発

表 して 表現主 義の 革新的な意義 を説 き続 け
､

そ の た め に 1 91 4 年か ら 1 91 6 年の 間､ ベ ル リ ン と

ド レ ス デ ンを頻繁 に 往復 して い た｡ 彼は､ 困窮か らしば しば彼 を救 っ て くれ た ビ -

ネ ル トを ヴ ァ

ル デ ン と引き 合わ せ た｡ そ の お か げ で ビ
-

ネ ル トは､ ド レ ス デ ン の ア ル ノ ル ト画廊の 共同運営

者で も あ っ た ヴ ァ ル デ ン を介 し て ア
ー チペ ン コ

､
シ ャ ガ ー

ル
､

カ ン デ ィ ン ス キ ー

､
マ ル ク

､
コ

コ シ ュ カ な どの 作品 を手 に 入 れ る こ とが で き た｡ ま た
､

ビ -

ネ ル トは 詩人 や 画家の 交流をも積

極的に 支援 した の で
､ 彼女 の 家 に は グ ロ ピ ウ ス

､
ク レ

ー

､
カ ン デ ィ ン ス キ ー

､ リ シ ツ キ ー ( E I

L i s si t z k i) ､
ラ ス カ ー

- シ ュ
ー

ラ
- な どが 訪れ て

､
た ち ま ち芸術的交流 の 輪が 拡 が っ た ｡ こ う

し た背景 か ら
､

ビ
- ネ ル ト は ラ ス カ ー

- シ ュ
ー

ラ
-

の 詩 で は ｢ 公妃｣ と して 詠 わ れ ､ ま た ドイ

プ ラ
- の 19 1 6 年 に 刊行 さ れ た 美 術評論集 『新 し い 視座 - 一現代 芸術 論』 ( D e r n e u e

S t a n d p u n k t) は彼女 に 捧 げ ら れ て い た｡

ドイ プ ラ
- は しば しば ヘ レ ラ ウを 訪れ ､

そ こ で 活動す る多く の 芸術家 と 親交を 深め て い くな

か で
､ 出版人 ヘ - グナ

- と親 しく な っ た｡ そ れ ゆ え に
､ 彼の 『賛歌 と歌』 は 19 1 3 年 に ヘ - グ

ナ
- の 出版社 ｢ ( 新草紙) 出版社 ･ ベ ル リ ン/ ヘ レ ラ ウ｣ か ら発行さ れ た｡ さ ら に ､

1 9 1 5 年 に

は詩集 『星明 か りの 道』 が ､ 1 9 1 7 年 に は ( ドイ プ ラ
-

が 19 1 6 年夏 に べ ル リ ン で 書 い た) 『リ

チ ォ ッ ト ･ カ ヌ
ー ドの 音楽の 明噺さ』 が ヘ - グ ナ

ー

の 出版社か ら発行 さ れ た｡ そ れ ら の 出版に

つ い て は
､

ドイ プ ラ
一

に は そ れ ほ ど多く の 読者 が い た わ け で も な か っ た し､ 彼 の 断片的な 宇宙

進化論 は難解 だ っ た の で
､

ヘ - グナ
- と して は少 なか らぬ リ ス ク を覚悟 せ ね ば な ら な か っ た｡

しか し
､

ドイ プ ラ
- が ヘ レ ラ ウ の 祝祭劇場 で 自作 の 詩や ク ロ ッ プ シ ュ トク の 『メ シ

ー

ア ス』 を

朗読 し た と き
､ 彼特有の ボ ヘ ミ ア ン の 風姿 は 同地の 聴衆 の 心 に 深く刻 ま れ た ｡ ドイ プ ラ

- は

19 1 6 年初 め に べ ル リ ン - ヴ ィ ル マ
ー

ス ドル フ へ 転居 し､ お もに 『ベ ル リ ン ･ ベ ル ゼ ン - ク ー

リ ア』 に 美術評論を書 い た｡ しか し
､

1 9 2 0 年 に 発行さ れ た彼 の 交響楽的 な詩集 『北極光 へ の

階段』 に は
､

ド レ ス デ ン近郊 の 夏 の 居城 ピル ニ
ッ ツ の

､
エ ル ベ 川 へ 弧 を描 い て 降下 す る屋外階

段 の 優雅 な 姿が 何度も鮮 や か に 詠 わ れ て い た
｡

ドイ プ ラ
- と ほ ぼ 同 じ時期 に

､ 詩人の ベ ン ( G o ttfri e d B e n n
･ 1 8 8 6 - 1 9 5 6) も ヘ レ ラ ウ を訪 れ

て い た｡
つ まり ､ 彼 が 1 91 4 年 に 結婚 した妻 は ド レ ス デ ン の 女優 だ っ た が､

ヘ レ ラ ウの 由緒 あ

る上流階級 の 出 で あ っ た ｡ そ して
､

彼女 の 母親 ア デ ー

レ
･ オ ス ク ー ロ I

( A d el e O s t e rl o h ･

1 8 5 7 - 1 9 4 6) は 同地 で 有名 な 短編小説家 で あ っ た｡
こ う し た事情 か ら

､
ベ ン の 妻 は ベ ン と結婚
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し た後も ヘ レ ラ ウ に 住 み
､

ベ ン の娘 ネ - レ も 19 1 5 年 9 月 に ヘ レ ラ ウ で 生 ま れ た の だ っ た｡ 最

高 に エ レ ガ ン トで 魅力的だ っ た ベ ン の 妻は 社交的で
､ 客 を招 い て 歓談 す る 日 々 を 送 っ て い た｡

し か し
､

人 と付 き 合 う の が あ ま り得意 で は な か っ た ベ ン は そ う し た 生 活 に な じ め ず ､ 彼 は

19 1 7 年 に 妻 と娘をベ ル リ ン に 住ま わ せ る こ と に した ｡
ベ ン は ド レ ス デ ン や ヘ レ ラ ウ に 前衛的

な才能が 集 ま っ て い る の を知 っ て は い た が
､ 彼ら と交流 し よ う と は思 わ な か っ た ｡ や が て ベ ン

は妻 に 距離を置 き始 め､ 自ら の 空虚 な生 に 苦悩す る よ う に な っ た｡ そ して
､ 彼 は つ い に 結婚 し

て 七年後 に 妻娘 と別 れ る 決心 を した
1 1'

｡

6

1 9 1 7 年 ､
-

- ゼ ン ク レ
ー ヴ ァ

ー

( 1 8 9 0 -1 9 4 0) ､
コ コ シ ュ カ (18 8 6 - 1 9 8 0) ､

リ ュ ケ ン (I w a r

v o n L ti c k e n
･ 1 8 7 4 -1 9 3 9) は保養地と し て 名高 い ド レ ス デ ン近郊 の ヴ ァ イ サ ー ヒ ル シ ュ に い た｡

ハ
- ゼ ンク レ

ー ヴ ァ
- と コ コ シ ュ カ は同地 の サナ トリ ウ ム で 療養中だ っ た｡ リ ュ ケ ン は大戦中､

こ の 保養地 に 滞在 して い た が
､ 同地 の 詩人 た ち に 非常 に 敬愛さ れ た ボ ヘ ミ ア ン で あ っ た｡ 彼 は

た え ず貧困に 嶋い で い た が ､ プ チブ ル 的偏狭 さ を超越 した 気高 い ヘ ル ダ ー リ ン風 の 詩を書 い て

い た｡ 当時､ リ ュ ケ ン と親 しか っ た エ ー

レ ン シ ュ タイ ン は､ リ ュ ケ ン に つ い て ｢ 彼は作品が 一

冊も出版 さ れ な い ま ま 五 十歳 に な っ て い た｡ 彼 は書 い た 作品や 評論を破り捨 て て しま っ た｡ と

に か く変わ り者だ っ た ｡ ド レ ス デ ンの ベ ー タ ー
･ ア ル テ ン ベ ル ク (P e t e r A l t e n b e r g) と言 っ て

もよ か っ た ｡ ア ル テ ン ベ ル ク と 同様 に 感情 の 起伏も激 しか っ た｡

･ - ウ ィ
ー

ン ､ ド レ ス デ ン
､

ベ

ル リ ン で は彼 を 奇人 と か 利他主 義的な 人間 と思 う者 が何人 か い た｣
` 2)

と語 っ て い た｡

T) ユ ケ ン

は ヤ ー コ ブ ゾ ー

ン (Si e g
f ri e d J a c o b s o h n) の 主宰す る 前衛雑誌 『世界舞台』 に 投稿 した こ と も

あ っ た が
､

た い て い は ロ マ ー

ニ シ ェ ス
･ カ フ ェ に 入り浸 っ て い た｡ 彼 の 姿 は コ コ シ ュ カ

､
フ ェ

ー

リ ク ス ミ ュ ラ
ー

､
デ ィ ク ス が描 い た 肖像画に よ っ て 広く知 ら れ て い た ｡

ハ
- ゼ ンク レ

ー ヴ ァ
- は両親 との 葛藤 に つ ね に 苦悩 して い た｡ 彼の 戯曲 『息子』 は頑迷固晒

な 父 親世代 に 対 す る 極度 に エ ス カ レ
ー ト した 闘争を描い た 作品だ っ た｡ そ の 作品は 1 91 6 年 10

月 8 日 に ド レ ス デ ン の ア ル ベ ル ト劇場 で 非公開初演さ れ た｡ 主人公の ｢息子｣ は ドイ チ エ が演

じた ｡ そ の 初演 に べ ル リ ン か ら駆け つ けて 来た と思わ れ た エ ー レ ン シ ュ タ イ ン は､
た だ ち に そ

の 作品の 意義 を論評 した｡ ま た
､ 当時の 若 い 世代の 文学の 良 き理 解者 だ っ た ピ ン ト ゥ ス ( K u r t

pi n th u s) もそ の 戯曲 の ｢ 悲嘆 で 張り裂 け そ う に な っ た 魂 の 調和的 な表現形式｣ を高く評価 し

た ｡ そ の 作品は ドイ ツ の い く つ か の 都市 で (検閲 を受 けな い 形式 の) 非公開で 上 演さ れ た が､

や が て 19 1 8 年 に ラ イ ン - ル ト に よ っ て ドイ ツ 劇場の 公演計画 に 入れ ら れ た｡
こ の お か げで

､

ハ - ゼ ン ク レ
ー ヴ ァ

ー は 19 1 8 年 か ら 19 1 9 年 ま で ベ ル リ ン の モ
-

ツ 街 の ホ テ ル ｢ コ -

シ ェ ル｣

に 逗留 し て い た が､ そ の 宿泊代 を公演収入 で 支払 う こ と が で き た｡

コ コ シ ュ カ は 1 9 1 7 年 に ド レ ス デ ン に 釆た が ､ そ の 時す で に 画家 と して も作家と して も社会

に 認 め られ て い た ｡ す な わ ち､ 彼 は 19 1 0 年早春 か ら 一

年間 ベ ル リ ン で 活動 して い た が
､

そ の

間に 彼 の 絵 は カ ッ シ
ー

ラ の 画廊 で 展示さ れ
､ 彼の 作品 『殺人者

･ 女た ち の 希望』 は ( コ コ シ ュ

カ の 肖像画を 扉絵 に して) シ ュ ト ゥ ル ム 出版社か ら発行 され て い た o そ の 後､ 戦場で 重傷を 負 っ

た コ コ シ ュ カ は､
エ ー レ ン シ ュ タイ ン の 仲介で ヴ ァ イ サ -

ヒ ル シ ュ の サ ナ トリ ウ ム へ 来 た｡ ヴ ァ

イ サ ー

ヒ ル シ ュ は非常 に 評判 の 良い 保養地 で あ っ た の で ､ た とえ ば フ ィ ッ シ ャ
ー は毎年､ 春 に
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一 週間 ほ ど同地 に 滞在 し､ そ こ で - ウ プ ト マ ン や ブラ
- ム ( O tt o B r a h m ) な ど文学

- 演劇界

の 友人 と 会 っ て い た ｡
つ まり､ 当時､ 多くの 芸術家が ｢ ザ ク セ ン の ゼ メ リ ン グ｣ と言 わ れ た そ

の 保養地 で 名医の 世話を 受 け なが ら ｢ 神経を 回復さ せ て い た｣ の で あ る｡
コ コ シ ュ カ は

､
成功

と繁栄を追求 して 急速 に 変貌を遂げる ベ ル リ ン を早 々 に 離れ る こ とが で き た こ と を喜 ん だ｡ 彼

は ド レ ス デ ン に つ い て ｢ こ の 都市 は他の 都市､ とくに べ ル リ ン と は非常 に 異 な っ て い た｡
ベ ル

リ ン で は今､ 際限の な い 不幸 が あ の 泡沫会社乱立 時代の 熱狂を噸笑 して い る｡ ド レ ス デ ン で は､

市民 が何百年もの 間､ 彼 らの 美的精神と文化意識 を都市 へ 注い で き た ｡ こ の 都市 の バ ロ ッ ク 様

式 の 形跡 に は ､ 伝統 と結 び つ い た 公共精神 と い っ たもの が窺 え る｣
13)

と語 っ て い た｡

1 9 1 7 年 6 月 3 日 ､ ア ル ベ ル ト劇場 で コ コ シ ュ カ の 『殺人者 ･ 女 た ち の 希望』､
『ヨ ブ』､

『燃

え る茨 の 茂 み』 が 彼自身の 演出で 非公開上 演さ れ た｡ そ の プ ロ グ ラ ム の 序文 に は ｢新 し い 様式

の 可能性､ も しか した ら芸術形式と言葉 に 拠 る パ ン ト マ イ ム を 鑑 賞す る こ とが で き るか もし れ

な い｣ と い う 詩人 コ ル ン フ ェ ル ト (P a u l K o r n f el d) の コ メ ン トが記 され て い た ｡ そ の 三 作 の

上 演が 実現 した背景 に は ､
- - ゼ ン ク レ

ー ヴ ァ
-

の 労 を厭 わ ぬ 支援 が あ っ た｡ そ れ ゆ え に ､
コ

コ シ ュ カ は そ れ ら の 作品に ｢ 襲い 来る運命 に 身 をか わ しな が ら
､ 未知の 将来 に 明 る い 展望を抱

い て い た あ の 美 しい 日 々 の 思 い 出 に｣ と い う ハ
- ゼ ン ク レ

ー ヴ ァ
-

へ の 献辞 を記 し たの で ある ｡

『ヨ ブ』 と 『燃 え る 茨 の 茂 み』 は､ そ の 二 年後 に べ ル リ ン の ドイ ツ 劇場 で も上 演 さ れ た｡ そ し

て
､

コ コ シ ュ カ は そ の 間の 19 1 8 年 に ドレ ス デ ン の 美術大学 の 教授 に 招 か れ た の で あ っ た｡
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ゲ ー リ ン グ ( R ei n h a r d G o e ri n g
･ 1 8 8 7 - 1 9 3 6) は 各地 の 大学 で 医学 を 学ん だ が

､
つ い に 医師

に な る こ と が で き な い ま ま､ 肺結核 を患 っ て 四 年間の 入院生 活 を余儀な く され た｡ しか し､
そ

の 療養中 に 彼が 書 い た戯曲 『海戦』 は､ 実際の 戦闘体験 が な い に もか か わ らず ､ 臨場感 あ ふ れ

る 優れ た作品に な っ た｡ す なわ ち､ 彼 は ドイ ツ海軍の 運命を 決 した ス カ ー

ゲ ラ ク海峡の 戦闘 を､

の ち に 爆破 され る こ と に なる 軍艦 の 砲塔内に 閉 じ寵も っ た七人の 水兵 の 視点か ら描 い たの で あ っ

た ｡ 貧困に 嘱い で い た ゲ ー T) ン グが 1 91 7 年 7 月 に 手渡 した そ の 原稿 は
､

た だ ち に 質の 高 さ を

認め られ ､ フ ィ ッ シ ャ
ー か ら高率 の 印税 で 出版契約を 結 ば れ た ｡ そ の 作品 は た ち ま ち 11 版も

増刷さ れ ､ そ れ に よ っ て ゲ ー リ ン グ は 困窮か ら脱す る こ と が で き た｡ しか し､ 戦争作品を舞台

で 上 演す る こ と は､ 当時 の 状況か らす れ ば､ 非常 に勇気 の 要 る こ と だ っ た｡ そ れ を ド レ ス デ ン

の 宮廷劇場 の 監督 ゼ - バ
ッ

- ( N i k o l a u s G r a f v o n S e e b a c h ･ 1 8 5 4 - 1 9 3 0) が 成 し遂 げ た｡ 彼 は

上 演に 際 して 海事専門家 の 助言も採り入 れ た｡ 軍部は そ の 上 演を 禁 じ よう と し た が､ ゼ - バ
ッ

- は い か な る 政治的介入 を も排除し て
､

その 作品を非公開で 上 演 した ｡ そ の 後､
そ れ は ラ イ ン

- ル トの 演出 に よ っ て ベ ル リ ン の ドイ ツ 劇場で も上演 さ れ る こ と に な っ た｡ そ の 際､ そ の 作品

は運命的な悲劇 と平和主義 の 創作的な成功例と して 観客 に 受 け入れ られ ､ 大 き な 成功を収 め た｡

しか し
､

そ の 次 に 書 か れ た ゲ ー リ ン グ の 戯曲 『第
一

の 男』 (1 9 1 8 年) は ベ ル リ ン の 小劇場 で 上

演 さ れ た もの の ､ ド レ ス デ ン の 劇場 で は上 演さ れ な か っ た｡

ベ ル リ ン で は演劇をめ ぐ っ て 数十年 の 試練の 歴史が あ っ た
｡

つ ま り､
ブ ラ

ー ム は厳 しい 検閲

の 抵抗 に 遭 い つ つ も自然主義 の 戯曲を上 演 し続 けた｡ 彼 の 努力 の 成果 は
､

そ の 後 ラ イ ン - ル ト

に 受 け 継 が れ ､ ドイ ツ 劇場 の 発展 に つ な が っ た ｡ 無論､ そ の 過程 で は フ ォ ン ク ー ネ や ケ ル

( A lf r e d K e r r) と い っ た 有力 な作家 や評論家 の 理 解 と支援 が あ っ た ｡ ド レ ス デ ン は そ う した ベ
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ル リ ン の 劇場文化 の 発展 を 参考 に す る こ と が で き た ｡ 或 る著名 な 演劇評論家 は ゲ ー リ ン グの

『海戦』 を 契機 と して
､

ド レ ス デ ン の 演劇が プ チ ブ ル 的 な娯楽演劇 へ 後退す る こ と が な い よ う

警告 した ｡

旧 来の 演出か ら離れ て
､

表現主義的な 演出を追求 した ゼ - バ
ッ

- の 努力 は功 を奏 し､ 彼 は 自

ら開発 した 演出 に 拠 っ て ベ ル リ ン で 発表さ れ た新作 を ド レ ス デ ン で 上 演す る計画を立 て た｡ そ

の 際､
ド レ ス デ ン の 大学教授 た ち が少な か ら ぬ 協力を した ｡ とく に べ ル リ ン の 文学 カ フ ェ と交

流が あ っ た ヴ ア ル ツ ェ ル 教授 ( O s k a r W a l z el ･ 1 8 6 4 -1 9 4 4) 1 4) は ､ 『ベ ル リ ン 日報』 が長 い 間

ド レ ス デ ンの 演劇活動 に 無関心 だ っ た傾向を 改め る た め に ､ ド レ ス デ ン の 演劇活動を広く紹介

す る 評論 を書 い た｡ しか し
､

ド レ ス デ ン は有能 な演劇評論家 の 流失 に 悩 ん だ｡ 彼 ら は有名に な

る と す ぐに ベ ル リ ン へ 転出 した か らで あ る｡ た と え ば
､ 雑誌 『ド レ ス デ ン の 会』 ( D r e s d e n e r

G e s ell s c h a 氏) の 批評家だ っ た ヴ ァ ウ ア
-

( W illi a m W a u e r
･ 1 8 6 6 - 1 9 6 2) は ､

1 9 0 6 年 に 舞台美

術家 と して ベ ル リ ン の ラ イ ン - ル トの もと へ 行き
､

さ ら に ヴ ァ ル デ ン の 画廊 で イ タ リ ア 未来派

を知 っ て 『シ ュ ト ゥ ル ム』 誌 の 主要 な 彫刻家 に な っ た ｡ ま た ､ フ ェ ヒ タ - ( P a u l F e c h t e r
･

1 8 8 0 - 1 9 5 8) は 19 0 5 年 か ら 19 1 1 年ま で 『ド レ ス デ ン最新報知』( D r e s d n e r N e u e s t e n N a c h ri c h t

e n』 に 演劇批評 を書 い て い た が
､

そ の 後 ベ ル リ ン で 『フ ォ ス 新聞』 と 『ドイ チ ェ
･ ア ル ゲ マ イ

ネ ･ ツ ァ イ ト ゥ ン グ』 の 文芸批評を担当す る よう に な っ た｡ 彼 は物語作家､ 劇作家､
とく に 表

現主 義 の 評論家 と して も広く活躍 した｡

こ れ に 対 して - ウ プ ト マ ン は､
ブ ラ

-

ム の 主宰す る劇場 で 作品が 上 演さ れ た こ と に よ っ て 世

界的 な名声を得 て い た が ､ ド レ ス デ ン の 劇場 と も関係を保 ち続 けた ｡ た と え ば
､ 彼 の 戯曲 『ガ

ブ リ エ ル ･

シ リ ン グ の 逃走』 は 191 2 年 に べ ル リ ン の レ ッ シ ン グ劇場で 初演 さ れ た が
､ 彼 は そ

の 新作 が ド レ ス デ ン の 宮廷劇場で も上 演さ れ る こ とを強く要望 し た と い う｡ 実際､
ド レ ス デ ン

の も つ 潜在的な文化能力 は､ ど の 作品の 上演 に お い て も見事 に 発揮 さ れ て い た｡
ヘ

ッ
ベ ル の 生

誕 1 00 年記念公演も ド レ ス デ ン の 劇場で ほ ど見事 に 行わ れ た 例 は他 に な か っ た と い う｡
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第
一

次大戦中､ ド レ ス デ ン で も文化活動 で 中間休止が 生 じ た が
､ 次第 に 深刻化す る 社会的矛

盾 に 対す る反応 と して
､ 芸術家 の 間に は政治的か つ 倫理 的 な刷新要求 が 高ま っ て い た ｡ そ う し

た 状況 で ､ 地震計 の よ う な 鋭 敏さ と 優 れ た 行動力をも っ た 画家 フ ェ
ー リ ク ス ミ ュ ラ ー

(c o n r a d F eli x m tlll e r
･ 1 8 9 7 - 1 9 7 7) が 現れ た ｡ 早くも少年 の 噴 か ら 線描 の 才能 に 優れ

､ 十 五 歳

で ド レ ス デ ン の 美術大学 に 入学 した 彼は ､ 十八 歳 に な る か な ら ぬ う ち に フ リ ー

の 芸術家 と して

活動 し始 め た｡ 彼 は当時､ 多数存在 した 芸術家集団の い ず れ に も属 さ な か っ た が ､ ド レ ス デ ン

の 芸術界 で は ｢ 神童｣ と評 さ れ て い た
｡ しか し 19 1 4 年噴か ら､ 彼 は ベ ル リ ン の 進歩的な 芸術

家集団 と交流す る よう に な っ た｡ た と え ば
､

1 9 1 3 年 に は ベ ル リ ン の A ･ R ･ マ イ ヤ ー 出版社

か ら発行 さ れ た ラ ス カ ー
- シ ュ

ー

ラ
- の 詩集 『ヘ ブ ラ イ の バ ラ

ー ド』 に ､ 作品 と は関連せ ぬ 独

立 した版画を八 枚も掲載 し て い た｡ そ の 頃か ら
､

彼は文学作品も書く よう に なり､ 何篇か の 作

品に は 優れ た 文学的才能 が表 れ て い た ｡ そ う した 彼の ベ ル リ ン で の 活躍 は ド レ ス デ ン で も広く

知 られ て い た ｡ 1 9 1 5 年 に
､ 彼 はベ ル リ ン の ダダの 主唱者 で ｢ ダダ ゾ ー

フ｣ ( D a d a s o p h) と呼

ば れ た - ウ ス マ ン ( R a o u l H a u s m a n n
･ 1 8 8 6 - 1 9 7 1) と 出会 い ､ さ ら に マ イ ト ナ

- と知 り合 っ た｡

そ して
､

マ イ トナ
-

の ベ ル リ ン の ア トリ エ は彼が 何週間も滞在す る場所 に な っ た｡ そ の ア トリ
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エ で 開催 さ れ た ｢朗読 の 夕 べ｣ に は
､

ベ ッ ヒ ャ
-

､
ヘ ル ツ フ ェ ル デ､ ミ ュ ノ

ー

ナ
､

リ エ ス ト

( A n s el m R u e st) ､
ヴ オ ル フ ェ ン シ ュ タ イ ン な どが訪 れ､ 彼 ら を 介 し て ドイ プ ラ -

､
シ ュ テ ル

ン - イ ム
､

メ
ー リ ン グ ( F r a n z M e h ri n g) ､

ヴ ァ ル デ ン と の 交流も生 じ た｡ 1 9 1 6 年 ､
フ ェ

- リ

ク ス ミ ュ ラ
ー は ヴ ァ ル デ ン の 画廊 で 展覧会を開き

､
そ の 作品の 数 々 が 『シ ュ ト ゥ ル ム』 誌 に 掲

載さ れ た ｡ さ ら に ､ 彼 は - ウ ス マ ン を通 じ て プ ェ ム フ ァ
ー ト ( F r a n z P f e m f e r t ･ 1 8 7 9- 1 9 5 4) と

も知り合 っ た ｡ プ ェ ム フ ァ
ー トは確固と した 政治的理 念 を もち

､ 非常 に 情熱的 で 攻撃的な 性格

だ っ た ｡ 実際
､

彼 は ヴ ィ ル ヘ ル ム Ⅱ世 の 時代 を批判 し
､

1 9 1 1 年 に 創刊 した 『ア ク ツ イ オ ー ン』

誌で 急進的な 社会変革 を訴 え続 け た｡ そ の 雑誌は革新的か つ 反戦的な 文学の 中心 に な り､ そ の

雑誌 へ の 寄稿 に よ っ て 若 い 作家 は社会批判を 展開 して い た ｡ 『シ ュ ト ゥ ル ム』 誌 と 『ア ク ツ イ

オ - ン』 誌 は と もに 反 ブ ル ジ ョ ア 的な前衛芸術の 機関誌 と い う性格 を もち
､

そ の 理 念の 下 に 作

家と 造形芸術家 が 団結 して い た｡ 1 9 1 4 年以降､ 『ア ク ツ イ オ -

ン』 誌 は次第に 美術関係の 掲載

を増や したが､ そ の 際､
とくに フ ェ

- リク ス ミ ュ ラ
ー は 同誌の 政治理念 を表現主義的な グラ フ ィ ッ

ク に よ っ て 視覚的に 表現 し得る画家 と して 歓迎され た｡ 彼 は ド レ ス デ ン まで 彼を訪 れ て 釆た プ ェ

ム フ ァ
ー トの た め に

､
ほ と ん ど毎週 の よう に 新 しい 作品を提供 した ｡ そ れ の み な らず

､
彼 は ま

た ハ ウ ス マ ン の 支援 を得 て
､ 店の シ ョ

ー ウイ ン ド ー

に 『ア ク ツ イ オ -

ン』 誌 の 看板 を措 い た り､

ア ク ツ イ オ -

ン書店 の 広告画を制作 し た｡

フ ェ
- リク ス ミ ュ ラ

ー は ド レ ス デ ン に 帰 っ て 以降も精力的 に 制作活動 を し､ 表現主 義の 仲間

の 作品が 『ア ク ツ イ オ -

ン』 誌 に 掲載 され る機会を作 っ た ｡ ちな み に
､ 彼 の ほ か に 『ア ク ツ イ

オ -

ン』 誌 に 協力 した ド レ ス デ ン の 芸術家と して は
､

ヘ レ ラ ウの 作家 ア
- ドラ

ー

( P a u l A d l e r ･

1 8 7 8 - 1 9 4 6) ､ 神経科医 で 文筆活動もして い た シ ュ ク ー デ ル マ ン ( H ei n ri c h S t a d e l m a n n ) ､
ヘ レ

ラ ウ の 詩人で
､

の ち に 美術評論家 と な っ た シ ュ
ー

ラ
-

( O s k a r S c h u r e r) ､ そ して 『ドレ ス デ ン

最新報知』 の 文芸欄編集者も務 め た詩人 の ギ ュ ン ク ー

( A lf r e d G tin t h e r) な どが い た｡ そ の ほ

か ド レ ス デ ン に は
､ 自 ら ｢ D i e t ri c h d e r G o tik e r｣ と称 し た後期表現 主 義の 作家 デ ィ

- トリ ヒ

( R u d ol f A d ri a n D i e t ri c h ･ 1 8 9 4 - 1 9 6 9) が い た ｡ 彼 はリ ュ ケ ン と共 に ド レ ス デ ン の ボ ヘ ミ ア ン と

して 知 られ､
シ ュ マ ル ゲ ン ドル フ ､ シ ャ ル ロ ッ テ ン ブル ク

､
ド レ ス デ ン の 間で 転居 を繰り返 して

い た｡ さ ら に
､

ト ラ
- ク ル の ザ ル ツ ブ ル ク 時代 の 友人 だ っ た ブ シ ュ ペ

ッ ク ( E r h a r d B u s c h b e c k ･

1 8 8 9 1 1 9 6 0) もか な り長 い 間 ドレ ス デ ンで 暮ら し､
そ の 間 ドイ プ ラ

- と 親交 し
､ ドイ プ ラ

-

の 作

品の 紹介 に 努 めた｡
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1 9 1 7 年 ､
フ ェ

- リ ク ス ミ ュ ラ
ー

の ア ト リ エ で ｢ 表現 主 義の 夕 べ｣ が 開か れ た｡ そ の 会合 に

は - ウ ス マ ン が ベ ル リ ンか ら駆 け つ け､ 当時､
ヘ レ ラ ウ で 家庭教師を しな が ら労働青年団の 活

動 を して い た ク レ ラ ( A l f r e d K u r ell a
･ 1 8 9 5 - 1 9 7 5) が反軍国主 義を唱え る パ ン フ レ ッ トや ス パ

ル タ ク ス 書簡 を 朗読 し た｡ そ し て
､ 詩人 の ラ イ ナ ー ( W a lt e r R h ei n e r

･ 1 8 9 5 11 9 2 5) は 自作 を

朗読 した ｡ 彼の 詩 は夜､ 都市､ 女､ 歌､ 祈り
､ 平和

､
星空を詠 い ､ 新 しい 時代 へ の 希望 を訴 え

､

人間の 友愛を諾え た ｡ フ ェ
ー リ ク ス ミ ュ ラ

ー の 友人で 作家 の シ ュ テ ィ
ー マ - ( F eli x S ti e m e r

･

1 8 9 6- 1 9 4 5) は シ ュ トラ ム の 詩 と ル ビ ー

ナ
- の 『世界 の 変革』 を 朗読 した ｡ シ ュ テ ィ

ー マ - は

や が て 自分の 名前 を 社名 に した 出版社を 設立 し た
｡

こ の 夕 べ の 会合 か ら 1 91 7 年 1 2 月 1 3 日 に

表現主 義の 創作共同体 の ｢1 9 1 7 年 グ ル ー プ｣ が結成 さ れ た ｡ こ の グ ル ー プ は 若 い 芸術家 の 信
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念 に 基 づ い て 社会を変革 し､ 新 しい 世界の 構築を 目指 した｡ こ の 時､
ド レ ス デ ン はそ れ 以前 に

は見 られ な か っ た よ う な芸術家 の 情熱 に つ つ ま れ､ 新た な精神 の 噴出を展示す る場所 に な っ た｡

そ の グ ル
ー プ の 主 要 メ ン バ ー だ っ た ラ イ ナ

ー は才能 の あ る 詩人だ っ た が
､

ベ ル リ ン で は作品

を発表す る機会 に 恵ま れ ず ､ よう やく ド レ ス デ ンで 出版社を 見 つ ける こ とが で き た｡ 彼 は本名
ア ビ テ ユ ー ア

を W al t e r H ei n ri c h S c h n o r r e n b e r g と い っ た が､ ケ ル ン に 生 ま れ ､ 高卒資格試験を 経 た 後､
ケ

ル ン と リ ュ ー ジ ュ で 商業を学び
､ 以後 は パ リ と ロ ン ド ン で 暮 ら した ｡ 優れ た外国語能力 を も っ

て い た上 に ､
1 9 1 1 年 の 試作が 示す よう に ､

ニ
ー チ ェ ､

ベ ル ク ソ ン
､

フ ッ サ ー

ル ､ ゲ ー

テ
､

ヘ

ル ダ ー リ ン の 読書 か ら得 た 豊か な詩的､ 思索的な基盤 を 備 え て い た ｡ 1 9 1 5 年 に 彼 は ベ ル リ ン

へ 行 っ たが ､ そ こ で ベ ッ ヒ ャ
- な どの 表現主義の 詩人と 知り合 っ た ｡ そ の 際､ 彼 は とく に シ ッ

ケ レ と ラ ス カ ー - シ ュ
ー

ラ
一

に 共感 を覚 え､ また ケ ル の 深い 洞察力 と鋭 い 感受性 に 感銘を受 け

た｡
ベ ル リ ン で は 西区カ フ ェ や ロ マ -

ニ シ ェ ス
･ カ フ ェ で 豊か な 交友関係を築 い た が､ プ ェ ム

フ ァ
ー ト ､ ミ ュ ノ

ー

ナ ､
ヒ ュ ル ゼ ン ベ ッ ク ( R i c h a r d H u el s e n b e c k ) に は敵対心 を 抱 い た よ う

だ っ た｡ そ の 時期 に 彼が 書い た いく つ か の 作品 に は､
ベ ル リ ンの み な らず ド レ ス デ ン の 文化的

背景も色濃く留 め ら れ て い た｡ 彼の 作品 は 『ノ イ エ ･ ル ン ト シ ャ ウ』 誌 に 掲載 さ れ ､
レ ル ケ

( o s k a r L o e r k e) に よ っ て 批評 さ れ た こ と もあ っ た｡ そ し て
､

1 9 1 8 年 7 月 ､ 彼 の 代表作 と さ れ

る 短編小説 『コ カ イ ン』 が 一

気 に 書き上 げ られ た｡ そ の 粗筋 は
､ 拠り所を失 っ た ブル ジ ョ ア 家

庭の 息子が ベ ル リ ン の 街を 紡径う暮 ら しの なか で ｢ 運命｣ の デ ー モ ン か ら逃れ る こ と が で きず ､

つ い に 自分自身 の 狂気 に 打 ちの めさ れ て 拳銃 で 自殺す る と い う悲劇 だ っ た｡ ラ イ ナ
ー は そ の 顛

末を苦くも甘美 な拝惰性をも っ て 鮮や か に 描 き出 して い た ｡

オ ー

ス トリ ア 皇帝 の 子孫 で 意 欲的 な女流作家 で もあ っ た リ ヒ ノ フ ス キ ー

( M e c h th il d e Y o n

L i c h n o w s k ァ
･ 1 8 7 9 -1 9 5 8) はラ イ ナ ー の 詩才を ただち に認 め､ 彼 に テ ィ

ー

ア ガ ル テ ン近くの 彼女 の

サ ロ ン で 自作朗読と文学講話 を行うこ とを依頼 した｡

10

社会主義左派 の 性格 を も っ た雑誌 『人間』 ( シ ュ テ ィ
ー マ -

出版社創刊､ 第 二 巻 か ら ド レ ス

デ ン 出版社発行) は
､

シ ュ テ ィ
ー

マ
一

に よ っ て 19 1 8 年 1 月 に ｢ 新 しい 芸術､ 最新 の 文学､ 美

術､ 音楽､ 批評 の 月刊誌｣ と銘打 っ て 創刊 さ れ､ ド レ ス デ ン の 知識人の 政治的 - 文学的主張 を

伝え るメ ガ ホ ン と な っ た ｡ こ の 雑誌は ､ 表現主 義 の 最終段階をよ く表 して おり､ 表現主義 の 活

動 を た ん な る形式問題 と して で はな く､ 特定 の 精神的､ 認識論的､ 形而上 学的態度 と して 捉 え

て い た｡ そ して
､

そ の 理想主義 は政治的に は反国家主義的社会主義を目指 し て い た｡ そ う し た

発行目的か ら も､ こ の 雑誌 の 寄稿者 は実 に 広範囲に お よ び､
パ ル ビ ュ ス (H e n ri B a r b u s s e) ､

エ ー レ ン シ ュ タ イ ン ､ ク ラ - ブ ン ト､ ト ラ -

､
ヴ オ ル フ ェ ン シ ュ タ イ ン な ど ド レ ス デ ン以外 の

執筆者も多く､ と りわ け ベ ル リ ンの 文学界と の 結 び付 き を 明白 に 示 し て い た｡ そ して ､ 編集面

で は主幹 の シ リ ン グ ( H ei n a r S c hilli n g) の ほ か､
1 9 1 9 年 に - - ゼ ン ク レ

ー ヴ ァ
- が ､

1 9 2 1 年

に ゴ ル が そ れ ぞ れ 作業を担当 した｡
フ ェ

- リ ク ス ミ ュ ラ
ー は こ の 雑誌 の 綱領的存在 で あ っ た の

で ､ そ れ が発行 さ れ て い た三 年半 は も っ ば ら ド レ ス デ ン で 制作活動を行 い ､
ベ ル リ ン で の 舞台

美術 の 仕事 は休止 して い た｡

同じく ド レ ス デ ン で
､
『人間』 誌の 創刊 の 三 ヶ 月後 に 『芸術 と文学 の 新雑誌』 が創刊 され た｡

つ ま り
､

ド レ ス デ ン に 現 れ つ つ あ っ た 精神的潮流 に 注目 した ジ ャ
ー

ナ リ ス ト の ツ ェ
ー ダ ー

ー 1 3 8 -



松尾早 苗 2 0 世紀初頭の ド レ ス デ ンの 文化状況

( H u g o Z e h d e r) は ､ そ の 現代的な 芸術 に 発表の 場を 提供す る と 同時 に
､ 時代 の 変動 を伝達す

る文芸誌 の 発行を望ん だ の で あ っ た｡ こ の 雑誌 は､ 芸術を ｢人間変革の 手段｣ と捉 えた 『人間』

誌 の い く ら か 限定的な 発行目的 と は異 なり､ 表現主義的な特徴をも つ 文学 ･ 美術 を広く紹介す

る こ と を目指 して い た ｡ こ の 雑誌 も
､

ベ - ネ ( A ･ B e h n e) ､
ドイ プ ラ

-

､
エ ー

レ ン シ ュ タ イ ン､

ア イ ン シ ュ タ イ ン ( C a rl E i n st ei n ) ､
エ ス イ ヒ､

ヘ ル マ ン - ナ イ セ
､

- イ ニ
ッ ケ ､ レ

- オ ン -

ル ト､ トラ
- ク ル

､
ヴ オ ル フ ェ ン シ ュ タ イ ン な どの 寄稿 に 見 ら れ る よう に ､

ベ ル リ ンの 作家か

ら多く の 協力 を得 て い た｡ そ して
､ 掲載 され た グ ラ フ ィ ッ ク に は デ ィ ク ス ､ フ ェ

ー リク ス ミ ュ

ラ
ー

､ グ ロ ス ､
ヘ ッ ケ ル ､ マ イ トナ

ー

､
シ ュ ヴ ィ ク ー

ス ､ タ ウ トな どの 作品が あり､ 芸術的 に

も読者 の 高 い 要望 を満 た す もの だ っ た｡

ち な み に ､ こ の 時期､
ヘ レ ラ ウ か ら も数誌 の 文芸誌 が発行 さ れ て い た｡ た とえ ば

､
1 9 1 2 年

に 創刊 され た 『新草紙』 は発行地 を ベ ル リ ン と ドレ ス デ ン ( ヘ レ ラ ウ) の 間 で し ば しば 変更 し

な が ら､ 初期表現主義 の 文学の 紹介 に 努 め た｡ こ の ほ か
､

1 9 1 7 年 に ヘ レ ラ ウ出版社 か ら 創刊

さ れ た季刊誌 『総数』 は わ ず か 一

年間 の 発行 だ っ たが
､

プ ラ イ ( F r a n z Bl ei) の 編集 に よ っ て

内容の 充実 し た ユ ニ
ー ク な文化誌 と し て 好評を 得て い た｡

1 1

こ の 頃､ フ ェ
ー リク ス ミ ュ ラ

ー と並ん で ド レス デ ン に 新 し い 演劇 の 息吹をもた ら した 作家 と

して ヴ ォ ル フ ( F ri e d ri c h W o lf ･ 1 8 8 8 - 1 9 5 3) が い た｡ 彼 は
､ 第

一

次大戦終結後の 数年間､ ド レ

ス デ ン で 軍医 と して 働 い て い た｡ そ の 間､ 彼は コ ー

ラ ン
､ トル ス トイ ､ シ ョ

ー

ベ ン ハ ウ ア
-

､

古 代イ ン ド哲学の 研究 に 励 む か た わ ら
､

ド レス デ ン の 芸術家 た ち と広く交流 した ｡ そ の な か で

彼 は 唯
一

人 ､
1 8 9 2 年 か ら ド レ ス デ ン に 住 ん で い た デ ン マ

ー ク の 作家 ゲ
-

ラ ロ ッ プ (K a rl

A d o l p h Gj ell e r u p ) に 注目し
､ 高く評価 し た｡

Ⅰ5'

ちな み に ゲ -

ラ ロ ッ プ は 彼 と 同郷 の 作家 ボ ン

ト ピダ ン ( H e n rik P o n t o p pi d a n ) と共 に 19 1 7 年 に ノ
ー

ベ ル 文学賞 を受 け た｡

ヴ ォ ル フ は ダ ル ク ロ
ー ズ の 実験的な 舞台芸術か ら影響 を受 け て

､ 独創的な 戯曲を 創作す る実

験 を重 ね て い た｡ 彼の 試行 は最初､ 容易 に は 演劇界 に 受 け入 れ ら れ な か っ た が ､ の ち に フ ェ
-

リ ク ス ミ ュ ラ
ー

の 協力を得 た こ と に よ っ て 発表 の 場を見出 した ｡ つ ま り､ 1 9 1 9 年 に ド レ ス デ

ン出版社か ら発行さ れ た 彼の 戯曲 『それ が お ま え だ』( D a s b i st d u ) は ､ フ ェ
- リ ク ス ミ ュ ラ

ー

が考案 した 斬新 な舞台装置と 照明方法 に よ っ て ､ 1 9 1 9 年 10 月 に ド レ ス デ ン の ザ ク セ ン 州立 劇

場 で 初演 さ れ た の で あ る｡ さ ら に ､ 後期表現主義 の 特徴 を も っ た そ の 作品は ､ 技巧重視の ラ イ

ン - ル ト の 演出 と は異 な っ た フ ィ ア テ ル ( B e r th ol d V i e r t el) の 表現重視 の 演出 に よ っ て 大 き

な成功 を収 め た｡ ち な み に ､ オ ー

ス トリ ア の 演出家 フ ィ ア テ ル は､ こ の 時期 ド レ ス デ ンの ザ ク

セ ン州立 劇場 の 監督 と して 表現主 義の 作品の 上演に 尽力 し て い た｡ こ の 上 演 に つ い て フ ェ
- リ

ク ス ミ ュ ラ
ー は の ち に 次 の よ う に 回想 して い た ｡ ｢ ヴ ォ ル フ は 彼 の 作品を 上演す る こ と が で き

た ｡ 彼 の 最初 の 表現主義的 な戯曲は 一 作家､ 演出家､ 舞台美術家 が妥協 す る こ と なく各 々 の

意志 を貫 い て 一 上演さ れ ､ 当時ま だ ( 王 立 だ っ た宮廷劇場) の 満員 の 観客か ら嵐の よう な 喝

采を得 る大成功を収 め た ｡ 観客 はみ な 感動に 心 震 わせ ､ 上 演関係者 は 何度も カ ー

テ ン コ ー ル さ

れ た｡ それ に よ っ て ､ 表現主義の 戯曲は上演 に 適 して い る こ と が証明 され た｡ そ の 作品は レ パ ー

ト リ ー

に なり､ 慣習 に 抗 して 生 の 状況を人間の 力 で 刷新 し よ う と い う意欲が 革命的 な熱狂 と共

に 歓迎さ れ た
｡ そ の 上 演は ､ ド レ ス デ ン の 当時の 芸術生活 に お け る新時代の 勝利 と考え る こ と
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が で き た ｡ 大戦か ら帰 っ て 釆 た世代､
と り わ け画家や 作家 は そ の 感激 を そ の 演劇 に 見出 して い

た ｡ 革命の 熱狂 に と ら わ れ た古 い 居城都市 ド レ ス デ ンの リ ベ ラ ル な市民 た ち は
､

劇作家ヴ ォ ル

フ に 敬意 を表 し た の だ っ た｣
16' と ｡ つ ま り､

ドレ ス デ ン は 過去の 文化的遺産 を守 り伝 え よ う と

す る 芸術志向 を も ち な が ら､ 新 し い 文化の 息吹や独創的 な芸術家 の 挑戦を理 解 し
､

支援 しよ う

と す る 度量 の 大 き さ を示 して い たの で あ る｡

以上 に お い て 20 世紀初頭 の ド レ ス デ ン の 文化状況 を見 て き た が
､

こ れ に よ っ て 当時の ド レ

ス デ ン の 文化状況が お も に 次 の よう な 特徴を も っ て い た こ と が 明ら か に な っ た ｡ 1) そ の 活発

な文化活動 は
､ 同市 か ら約 20 0 kn の 距離 に あ っ た大都市 ベ ル リ ン と さ ま ざま な 面で 協力 ある い

は対抗関係 に あ っ た｡ 2) ドレ ス デ ンで 学ん だ後､ 同地 で 学業 を終え た 後､
ベ ル リ ン へ 出て 行 っ

た グ ロ ス と シ ュ ヴ ィ ク ー

ス の 場合を別 と して
､

ド レ ス デ ン で 活動 して い た 芸術家が 各 々
､ 発展

と活躍の 場を 求め て ベ ル リ ン ヘ 転出す る例が 少なく なか っ た ｡ 実際､ 芸術家集団 ｢ ブ リ ユ ッ ケ｣

を初 め､ 表現主義 の 詩人 た ち
､

ラ イ ン ハ ル ト に 招聴 さ れ て ベ ル リ ン の 劇場 へ 移 っ た俳優 の ドイ

チ ュ や演出家 の フ ィ ア テ ル
､

そ して 作家 の リ ユ ッ ケ ン
､

フ ェ ヒ ク ー な ど､ 実 に 枚挙 に い と ま が

な い ｡ こ れ に 関連 して
､ 他の 土 地の 出身者が ベ ル リ ン に 憧れ て 同地 で の 生 活 を選 ぶ こ と を意味

す る ｢ ベ ル リ ン 選択者｣ ( w a h l b e rli n e r) な る言葉 が 当時､
盛 ん に 用 い ら れ た こ と は 興味深 い ｡

実際､ 第
一

次大戦終結後､
｢ 文化的光輝の 時代｣ を 迎え

､
あ ら ゆ る 芸術 が見事 に 開花 し た ベ ル

リ ン は ､ 早くもヴ ィ ル ヘ ル ム Ⅱ世治下の 後半期 に 多くの 芸術家 た ち を 惹き つ け る魅力をも っ て

い た こ とが 分か る｡ しか し､ 3) 当時の ド レ ス デ ン は
､

田 園都市 ヘ レ ラ ウ の 建設 と先駆的な芸

術家 コ ロ ニ
ー の 形成 に 見 ら れ る よ う に

､
ベ ル リ ン に 劣 ら ぬ 進取 の 気運 に 満 ち て い た ｡

4) 古 い

伝統 と バ ロ ッ ク 様式の 美 し い 風景を も つ ド レ ス デ ン は､ 次の ケ ス トナ
ー

の 言葉 に も表れ て い た

よ う に ､ 急速に 膨張す る大都市 ベ ル リ ン の 新興的要素 に 対 しザ ク セ ン 的ア イ デ ン テ ィ テ ィ に 支

え ら れ た 自負を も ち続 けて い た｡ つ ま り､ ド レ ス デ ン生 まれ の 作家 エ ー リ ヒ ･ ケ ス ト ナ
- は

､

ベ ル リ ン で 名を成 した の で あ る が､ 生涯 ｢私 は ザ ク セ ン生 ま れ の ドイ ツ人 だ ｡ 故郷 は私 を離さ

な い｣ と語 っ て い た ｡ た し か に ､ ド レス デ ン と ベ ル リ ン は歴史 が異 な り､ 文化的 に もザ ク セ ン

と プ ロ イ セ ン の 対立 が 存在 し続 けた ｡ 何よ りも バ ロ ッ ク 都市､ 宮殿都市で あ っ た ド レ ス デ ン の

原風景 に は 南方 との
､

イ タ リ ア との 繋が りが強く刻印さ れ て い た｡ ド レ ス デ ン は最北端 の イ タ

リ ア 都市 ､
あ る い は ア ル プ ス 以北 に あ る 唯

一

の イ タ リ ア 都市 で あ る ､ と い わ れ た実態を忘れ る

わ け に は い か な い ｡

そ して
､ 本稿 で の 考察 の 過程 で 明ら か に な っ た こ と は ､ 2 0 世紀初頭 か ら第

一

次大戦終結 ま

で の 間に ド レ ス デ ン で 活躍 した芸術家の 多くが ､ ドイ ツ あ る い は日 本 の
一

般的な文学事典 で も

ほ と ん ど紹介さ れ て な い こ と で あ る｡ そ して
､ 紹介さ れ て い る 場合 で も､

た と え ば フ リ ー ドリ

ヒ ･ ヴ ォ ル フ の 場合の よ う に ､
1 9 2 0 年以前の ド レ ス デ ン で の 活躍 に つ い て - した が っ て 彼

の 戯曲 『そ れ が お ま え だ』 の 大成功 - は､ ま っ たく記 さ れ て い な い の で あ る｡ こ の よ う な欠

落は
､ 各芸術家 に 関し て ､ ドレ ス デ ン で の 活躍 を過小 に 評価 し た結果 で は決 して な く､ そ の 時

期の 活動 に つ い て の 考察 が こ れ ま で あ まり行 われ な か っ た と い う 事情 に 拠 る もの と思わ れ る ｡
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